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ࣾは、平成 2�  �� ݄、世界ॳのスマートフォン向け
Bluetooth（デジタル機器用のۙڑແઢ通信ن格の一ͭ）
Ϗーコン発信器「BLUETUSὼ（ブルータス）」を開発した。

この製品は高機能ͳネットワークデバイス（装置）で͋る
スマートフォンと、Ϣーβーのオフラインでのリアルͳߦ動
をͭͳ͙新しいデバイスとして注目を集めている。
「BLUETUSὼ」は「O2O（OOliOe to OGq iOe）」や「オ

ムニチϟネル（実ళฮやオンラインストアをは͡めとする͋Β
Ώるൢചチϟネルやྲྀ通チϟネルを౷合すること）」に最適
で͋る。内Ґ置ใシステム、クーポン発؍、ߦ光ใ
の信、デジタルスタンプラリー、美術ؗ・ത物ؗでのల
示物のհ等、༷ʑͳ場面で活用͕期されている。·た、
データ内容を҉߸化するͳͲ、セキュリティにྀした設計
にこͩΘͬたことにより、ଞのアプリέーション͔Βの౪みݟ
や改͟Μを͙こと͕できる。「BLUETUSὼ」は、平成 25
にグッドデβインを受した。

࣌の「BLUETUSὼ」は、USB 電ݯアダプタを使用し
ていたため、電ݯコンセントにૠすඞཁ͕͋り、利用する場
合は電ݯコンセント͕͋る場所にݶΒれていた。·た、Ґ置
ใをえることやళฮ等で信する場合の信ڑを͘͝
短いڑに縮めること͕ٻめΒれていた。これΒのニーズに
応えるため、簡ศに設置できる新しい機छの開発とใ
信ڑの改善に取り組Μͩ。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

ࣾはา計等、コイン電を利用した機器に開発実
を持ͬており、その技術を活͔しコンセントのͳい場所で
利用できる電ۦ動タイプの「BLUETUSὼ」を試作し、「簡
ศͳ設置への改善」をਤͬた。加えて、ѻいやす す͘る「小
型化」や、֎での利用をՄ能とする「水化」、電ण
໋を̍Ҏ上とする「ল電力化」に取り組Μͩ。

·た、طଘの「BLUETUSὼ」は、ใ信ڑは ��
ʙ 25̼とめの設定とͳͬている。市場ニーズに応えるた
め O2O サーϏスの導入を検౼している企業にώアリング調
査を実ࢪしたとこΖ、このใ信ڑはす͗るとճし
た企業͕ଟ͔ͬた。このため、ใ信ڑを̍ʙ ��̼程
度を目ඪとし、電波にࢦ向性を持たせ、一定方向のϢーβー
へのใ信する改善に取り組Μͩ。·た、信ൣғを制
できるアルゴリズムの開発や、ハードウェアの工によるݶ
電波調整方法の検౼、タッチ U*（Ϣーβーインターフェース）
を利用した試作品の開発をͬߦた。

Ռ
「電池駆動」、「小型」、「防水」の
課題をクリアし、試作品「型番
BLU２５０」を開発。実証実験を
行った結果、機能評価と利用可能
性を確認することができた。

Ңܦ
スマートフォン向け Bluetooth
ビーコン発信器「BLUETUS®」
を市場ニーズに適応させるため、
「簡便な設置への改善」と「情
報配信距離の改善」に取り組む。

༰ࢪ࣮
「BLUETUS®」の従来型であるコンセントタイ
プに比べ、簡便な設置を目的として、「電池駆
動」、「小型」、「防水」に着手。また、美術館
等のイベントで「BLUETUS®」を稼働させ実
証実験を行った。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

「BLUETUSὼ」の簡ศͳ設置を目的として、「型൪ BLU
25�」を開発した。電ݯはコイン電̍ݸで͋り、約̍
ؒとい͏作動ؒ࣌をՄ能としたので、֎形ੇ法は ��ᶱ º
��ᶱ º�2�5ᶱ、ॏ量は約 ��g（電ؚΉ）と小型、͔ͭ

の利用に関して次のサーϏスへの「BLUETUSὼ」、ޙࠓ
活用͕定される。

ͻとͭはൢചプロモーションで͋る。オムニチϟネルや
O2O の市場拡大͕༧され、「BLUETUSὼ」を利用
して商品ใの信やདྷళポイントの付༩、スタンプラリー
ͳͲで利用されるとߟえΒれる。

次に業ࢧԉ͕ڍげΒれる。最ۙ、ձࣾの業にタブ
レットやスマートフォンを使͏こと͕ଟ͘ͳͬてきており、
ࣾһのߦ動理や入ୀ室理、機器ྨの所在理での

「BLUETUSὼ」の利用や、子Ͳや高ྸ者のݟकりに活用
することߟえΒれる。

ެ共サーϏスでの利用ߟえΒれる。東ژオリンピック・
パラリンピックの開ܾ͕࠵定したこと͋り、ޙࠓ、དྷす
る֎ࠃਓ؍光٬はӹʑ૿えると定される。֎ࠃਓ向けの
ଟޠݴでの؍光案内や、内φϏήーションͳͲ༷ʑͳサー
Ϗスに向けた利用͕定される。

ࣾでは、Bluetoothを利用したO2O機器「BLUETUSὼ」
をさΒに発ల、使いউ手をより良 し͘て、これΒの༷ʑͳサー
Ϗスへの利用ଅ進をਤることとしている。

その他（サービス）

組み込み機器のソフトウェア＆ハードウェア＆メカの
企画・設計・開発・製造・販売（Bluetooth／BLE
応用商品、プリンタ、センサー応用機器、FPGA）

軽量化をਤͬたので生活水に対応している。
̎カ所で実ূ実ݧをͬߦた݁Ռ、機能に対するධ価、及

びޙࠓの利用のՄ能性͕確ೝできた。
実ূ実ݧは、岩手ݝ立美術ؗと北上市のイベントでͬߦ

た。美術ؗでは AOESoiE タブレット（ܞଳ端末画面へのタッ
チ）を活用し、Ґ置࿈動型の美術品ガイドを製作した。
「BLUETUSὼ」͕発信する電波により、Ϣーβー͕いる

ల示室をผし、美術品のઆ明をりସえる機能を持ͭ美
術品ガイドとした。美術ؗ৬һ �� ໊にアンέートを実ࢪし
た݁Ռ、「タブレットのૢ作方法のઆ明͕ඞཁで͋る」、「จ
にݟղઆはࣈ い͘ので、Իղઆに特化したΒͲ͏͔」ͳͲ
のҙد͕ݟせΒれた。

北上市では、ҿ৯ళをݢճる「きた͔みはし͝ञ」の
イベントで約 2� ళฮに「BLUETUSὼ」を置。アプリέー
ションをダウンロードして入ళすると、それͧれのళฮ特有
の҉߸をみͭけること͕できる（҉߸をすて集めるとܠ品
͕Βえる。スタンプラリーのよ͏ͳシステム）。お٬༷はళ
ฮ内で信ใをਖ਼確に受信すること͕できた͕、ళฮの
֎では定Ҏ上に電波͕ඈͳい場面͋ͬた。·た、ओ
අ用対効」、「手ؒ大き͔ͬた、ࡍ設置する」、者͔Βは࠵
Ռの測定͕難しい」といͬた現実的ͳҙݟをฉ こ͘と͕でき
た。

電池内蔵型（左）と、USB電源アダプタ型。
どちらも小型・軽量で簡単に持ち運べる。

店舗に入ると商品説明が画面に表示されたり
クーポンが配信されたりする。

画面は動物園スタンプラリー。地点に近づくだけでスタンプを集めることができる。

「BLUETUS®」の開発を担当する第一技術部
プロジェクトマネージャーの三浦淳さん。
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